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　それは、シカゴ大学教授のジェームズ・Ｊ・ヘックマンが 1962 年から 1967 年にミシガ
ン州で、低所得のアフリカ系 58 世帯の就学前の幼児に対して、午前中に毎日 2時間半ず












リー就学前プロジェクトの利益（費用 1ドル当たりの年間利益）の率は 6％から 10％と見
























































































































































































































































































































対象年齢 定員 対象年齢 定員
０歳児（たんぽぽ組） 12 名（産休明け～） ３歳児（ひまわり組） 25 名
１歳児（チューリップ組） 20 名 ４歳児（さくら組） 25 名
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表 3　「教職実践演習」前期 15 コマの内容
回数 日にち 内容 備考
１ ４月７日 オリエンテーション（学内）履修カルテ記入 履修カルテ提出
２ ４月14日 幼老統合ケアとは（講義）





11 ６月30日 交流の振り返り（学内グループワーク） 課題提出
12・13 ７月 7日 交流：行事（七夕）における交流
14・15 ７月28日 交流の振り返り　前期のまとめ（学内グループワーク） 課題提出
表 4　「教職実践演習」後期 15 コマの内容
16 ９月 8日 履修カルテ記入 履修カルテ提出
17・18 ９月29日 プログラム交流に参加（年長児と高齢者） 課題提出
19・20 10月13日 準備（交流プログラム作成） 交流プログラム提出





24・25 11月10日 学生プログラムによる交流及び実施後カンファレンス 課題提出
26 12月６日 1年生と交流
27・28 12月 8 日 学生プログラムによる交流及び実施後カンファレンス 課題提出

































































































































ける幼老共生ケアの可能性―」（LifeDesignReport2003 年 8 月号）第一生命経済研究所
12）北村安樹子，2005，「幼老複合施設における異世代間交流の取り組み（2）―通所介護
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力の必要性を考えた。中央教育審議会が示す保育者の資質能力や平成 29 年の 3
法（幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領）
改正で示された子どもの資質能力を見ても非認知的能力の重視は共通していた。
　次に「教職実践演習」で幼老統合ケアの活動を行うことの意義は、現在の社会
的な背景、保育者の資質、「教職実践演習」のねらいからも充分に見出すことが
でき、しかも学生の非認知的能力は向上すると考えられた。今後はフィールド活
動の実践結果を示し、「教職実践演習」の目標達成度を確認し、内容の充実を図
りたい。

